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Synopsis
　Research works on citrus tristeza virus carried out in Japan are summarized, and remained subject 
matters are discussed.
  

































は，CTV seedling yellows 系の強毒系統を保毒している
にもかかわらず SP の発生が全く見られないか極めて軽
































1979b；Ieki and Yamada, 1980）が用いられていたが， 
CTV や温州萎縮ウイルスは容易に無毒化されるが，接


































本法は CTV の強毒と弱毒系統，seedling yellows と 
stem pitting 系との判別ができない欠点がある．海外で





（Kano et al., 1992）．最近，ウイルスの遺伝子解析が進
み，特異プライマーが作製され遺伝子診断の PCR 法が














（Myzus persicae），Dactynotus jaceae がある．                



































弱毒系統 M-16A， M-15A が優れた干渉効果を示した
































以上大きくなった（Ieki et al., 1997）．これを基に試算す
ると，37 億円の販売額が，生産量 50％増で 56 億円（当
初売上額の 1.5 倍：以下同）に，さらに大玉化による単
価が 50 円増（＋ 25％）であれば 70 億円（1.9 倍），100 
円増（＋ 50％）では 85 億円（2.3倍）となり経済効果は
極めて大きい．これと同じように CTV の被害がネーブル
オレンジよりも大きいハッサク（67,100 トン，キロ当た









系統M-15A（照井ら，1997； Suastika et al., 2001）（特許
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第 5図 CTV 弱毒系統（M-16A）接種樹にアブラムシで
 強毒系統を接種した森田ネーブル
